
















平成２３年１２月６日

一級建築士の懲戒処分について

一級建築士の懲戒処分は、建築士法第１０条第１項各号に該当する

場合に、同条第４項の規定に基づき、中央建築士審査会の同意を得て

行うこととなっております。

去る１２月１日に開催された中央建築士審査会において、一級建築

士８名に対する懲戒処分について同意が得られ、同日付けで処分いた

しましたので、別紙のとおり公表します。



別 紙

平成２３年度 一級建築士の懲戒処分について（第３回）

１ 塩田 隆彦 （登録番号 第189019号）
① 処分の内容

業務停止４月
② 処分の原因となった事実

愛媛県内の工場（１物件）について、一級建築士事務所塩田構造・積算
設計（愛媛県）の業務に関し、設計者として、実際には建築士法第20条の
２第２項に基づく確認を求めていないにもかかわらず、無断で、他の構造
設計一級建築士の名義を借用し、構造設計図書の表紙に構造関係規定に適
合することを確認するとの記載を行った。

また、上記工場について、同建築士事務所の開設者でありながら、設計
の業務の受託契約を他の建築士事務所と締結するにあたり、同法第24条の
８に基づく書面の交付を行わなかった。

２ 船越 正生 （登録番号 第162452号）
① 処分の内容

業務停止４月
② 処分の原因となった事実

独立行政法人住宅金融支援機構適合証明業務を行う建築士事務所の登録
開設者及び適合証明技術者として、山口県、福岡県、佐賀県及び熊本県内
の住宅（173物件）に対して、自らしなければならない申請の引受けを自ら
実施せず、他の適合証明業務登録建築士事務所が実施した。そのうち、山
口県、福岡県、佐賀県及び熊本県内の住宅（121物件）に対して、必要と知
りながら住戸内部の現地調査を行わず適合証明書を発行し、また、住宅金
融支援機構の技術基準に不適合である福岡県内の住宅（２物件）に対して、
適合証明書を発行した。

さらに、登録開設者として、自らしなければならない関係書類の保管を
自ら実施せず、他の適合証明業務登録建築士事務所が実施し、適合証明業
務に関する帳簿についても自ら備え付けていなかった。

３ 西村 憲治 （登録番号 第174157号）
① 処分の内容

業務停止１月
② 処分の原因となった事実

独立行政法人住宅金融支援機構適合証明業務を行う建築士事務所の登録
開設者及び適合証明技術者として、適合証明書の発行依頼を受けた大阪府
及び兵庫県内のマンション物件（４物件）について、管理規約及び長期修
繕計画の書類調査を一切行わずに適合証明書を発行し、その結果、同機構
の技術基準に不適合な物件があることが判明した。

また、登録開設者として、書類審査に係る書類の保管を行っていなかっ
た。



４ 酒井 進 （登録番号 第117715号）
① 処分の内容

業務停止３月
② 処分の原因となった事実

愛知県内の戸建住宅（１物件）について、工事監理者として、(有)酒井
設計室（愛知県）の業務に関し、工事監理を十分行わず、設計図書のとお
りに工事が実施されない(建築基準法第44条第１項に定める道路内の建築制
限に違反する)事態を生じさせた。

５ 森本 真人 （登録番号 第219284号）
① 処分の内容

業務停止３月
② 処分の原因となった事実

三重県内の戸建住宅（１物件）について、設計者として、(株)高橋建築
一級建築士事務所（三重県）の業務に関し、当該敷地が都市計画法第４条
第６項に規定する都市計画施設の区域内にあるにもかかわらず、同法第53
条第１項の許可を受けることなく設計を行った。

６ 五藤 隆士 （登録番号 第195492号）
① 処分の内容

業務停止３月
② 処分の原因となった事実

三重県内の戸建住宅（１物件）について、設計者として、(有)創建築工
房（愛知県）の業務に関し、当該敷地が都市計画法第４条第６項に規定す
る都市計画施設の区域内にあるにもかかわらず、同法第53条第１項の許可
を受けることなく設計を行った。

７ 城地 浩美 （登録番号 第197925号）
① 処分の内容

業務停止１月
② 処分の原因となった事実

北海道内の戸建住宅（１物件）について、(株)神出設計事務所（北海道）
の管理建築士として、建築士事務所の業務に係る技術的事項の総括を怠っ
たことにより、当該事務所に所属する技術者によって、長期優良住宅の普
及の促進に関する法律第５条第１項に基づく長期優良住宅建築等計画の認
定に係る虚偽の認定通知書(２通）が作成され、また、札幌市長期優良住宅
の認定等に関する要綱第４条第１項に基づく技術的審査に係る虚偽の書類
(１通）が作成された。

８ 奥山 雅弘 （登録番号 第244253号）
① 処分の内容

業務停止１月
② 処分の原因となった事実

北海道内の住宅で事務所を兼ねるもの（１物件）について、旧大興技建
（株）（北海道）の業務に関し、確認申請代理者及び工事監理者として、確
認済証の交付を受けずに工事が行われることを容認した。



平成２４年３月３０日

一級建築士の懲戒処分について

一級建築士の懲戒処分は、建築士法第１０条第１項各号に該当する

場合に、同条第４項の規定に基づき、中央建築士審査会の同意を得て

行うこととなっております。

去る３月２７日に開催された中央建築士審査会において、一級建築

士４名に対する懲戒処分について同意が得られ、同日付けで処分いた

しましたので、別紙のとおり公表します。



別 紙

平成２３年度 一級建築士の懲戒処分について（第４回）

１ 尾﨑 博美 （登録番号 第109692号）
① 処分の内容

業務停止７月
② 処分の原因となった事実

京都府内の戸建住宅（１物件）について、設計者として、Ｏz建築研究室
（奈良県）の業務に関し、建築基準法第58条の規定に違反する設計（当該
建築物は相楽都市計画高度地区（精華町決定）によれば、第一種高度地区
にあり、建築物の高さの最高限度として、「建築物の各部分の地盤面からの
高さは、当該各部分から前面道路の反対側の境界線または、隣地境界線ま
での真北方向の水平距離に0.6を乗じて得たものに５メートルを加えたもの
以下であって、かつ10メートルをこえてはならない。」にもかかわらず、適
合しない設計）を行った。

また、京都府及び奈良県内の戸建住宅（４物件）について、建築基準法
第20条の規定に適合しない設計（壁量不足等による耐震性の不足）を行っ
た。

２ 荒谷 由起夫 （登録番号 第205447号）
① 処分の内容

業務停止６月
② 処分の原因となった事実

神奈川県内の共同住宅（１物件）について、(有)荒谷建築設計事務所（神
奈川県）の業務に関し、設計者として、建築基準法第20条の規定に適合し
ない設計（耐力壁の構造計算で全体崩壊形に達する場合のせん断力の1.5倍
の耐力確保がされていないなど許容応力度等計算の条件を満たさない設計）
を行った。

３ 趙 日善（奈村 日善） （登録番号 第223274号）
① 処分の内容

業務停止３月
② 処分の原因となった事実

広島県内の介護老人保健施設（１物件）について、(株)ＥＮＥＰＬＡＮ
Ｅ（広島県）の業務に関し、設計者として、建築基準法第20条の規定に適
合しない設計（梁の許容応力度の不足する設計）を行った。

４ 小村 敏夫 （登録番号 第196026号）
① 処分の内容

業務停止１月
② 処分の原因となった事実

兵庫県内の住宅（１物件）について、一級建築士事務所(有)未来工房（兵
庫県）の業務に関し、独立行政法人住宅金融支援機構適合証明業務を行う
建築士事務所の登録開設者及び適合証明技術者として、住宅金融支援機構
の技術基準について不適合があったにもかかわらず適合証明書を発行した。


